
令和　　年　　月　　日現在　

ふりがな

現住所　〒

電話 Eメール

在籍学校名 学部・学科 学年

（１）志望動機（なぜこの事業に応募したのか、これまでの活動や取組・研究・将来の目標等を踏まえて述べてください。）

令和8年度フィンランドとの学生相互交流事業参加申込書

年

写真貼付ふりがな

氏　名

　　　　年　　　　月　　　　日生（満　　　　歳）

性　別

男・女

免許・資格（特に語学系の資格がある場合は記載してください。）

年 月 学歴・職歴（各別にまとめて書く）
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年 月

　1. 取得済（推進員番号：　　　　　　　）
　2. 事前研修までに取得予定

鳥取県地球温暖化防止活動推進員資格
（当てはまるものに○をしてください。）



（２）これまでの研究・サークル・部活動・ボランティア・留学等の活動実績やそこで得たものについて教えてください。

（３）以下のテーマについて英語でエッセイを書いてください。（200～750語程度）

　　　2050年に日本が脱炭素社会を実現するためには何が必要だと思いますか?（※１）

　　　

2050年までのカーボンニュートラル達成を目標として、廃棄物問題やエシカル消費等の観点から、
日常的な消費習慣において、あなたが今後取り組むべきこと、あるいはすでに実践していることを、具体的な例を挙げて述べてくださ
い。

With the goal of achieving carbon neutrality by 2050, and from the perspectives of waste management
and ethical consumption,
please describe, using specific examples, what you plan to do or are already doing to change your daily
consumption habits.

□（1）～（3）の文章について、生成AIを使って作成していないことを誓います。
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●消費者庁　令和７年度版消費者白書　第１部第２章【特集】グリーン志向の消費行動～消費から変えていく、私たちの生活と地球
環境～

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_research/white_paper/assets/consumer_research_cms

201_250613_34.pdf

※生成AIでエッセイを作成したものと判断した場合、書類選考は失格とします。
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※必ずしもこれらの参考資料に沿ってエッセイを作成する必要はありません。

【参考資料】

●ゼロカーボンチャレンジブック（鳥取県地球温暖化防止活動推進センター）

https://www.t-ccca.org/wp-content/uploads/2022/07/2022_ZEROcarbon_A4ガイドブック2022.07.06修正

-1.pdf

●消費者庁　グリーン志向消費に関する行動チェックリスト

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_education/public_awareness/gekkan/2025/green/


